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毎
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
の
一

か
月
間
は
、
環
境
庁
が
主
唱
す
る
「
自
然
に
親
し
む

運
動
」
の
期
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
自
然
に
親
し

み
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
、
自
然
の
仕

組
み
を
理
解
し
、
自
然
保
護
・
国
土
美
化
の
精
神
を

高
め
る
も
の
で
す
。

重
信
町
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
美
し
い
自
然

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
自
然

を
守
り
子
孫
に
長
く
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
自
然
の
仕
組
み
ゃ
人
聞
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

夏
は
、
家
族
の
触
れ
合
い
を
深
め
る
最
適
な
時
期

で
す
。

こ
の
夏
は
ご
家
族
で
、
大
自
然
の
中
へ
足
を
運
び

眼
で
確
か
め
、
手
で
触
れ
、
自
然
と
じ
っ
く
り
付
き

合
っ
て
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
は
か
つ
て
み
ま

せ
ん
か
。

唖重
面積 100.59km'

人口 20 ， 952人(+ 4) 
男 10 ， 020人(- 8) 

女 10 ， 932人(+12) 
世帯数 6 ， 806世帯(+11) 

一世帯平均 3.08人
人口密度 208人

( )内は前月比
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(2) 

重
信
町
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

ぶ

重
信
町
で
は
、
二
十

一
世
紀
を
め

ざ
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
本
年
か
ら
約

一
年
を
か
け

て
重
信
町
総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

新
計
画
策
定
に
は
、
町
内
有
権
者

の
方
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
一
千

名
の
意
識
調
査
や
作
文
・

イ
ラ
ス
ト

等
に
よ
る
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
も
と

に
重
信
町
の
進
む
べ
き
施
策
の
大
綱

を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
各
種
団
体
代
表
の
方

の~-y 

や
学
識
経
験
を
有
す
る
方
々
に
よ
る

「
重
信
町
基
本
計
画
審
議
会
」
や
役

場
内
で
は
同
計
画
策
定
委
員
会
及
び

専
門
部
会
を
組
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の

部
署
で
基
礎
資
料
の
集
収
に
着
手
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
策
定
の
た
め
、
次
の

と
お
り
町
内
の
方
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
小

・

中
学
生
の
方
に
は
、

学
校
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
。

一
、
テ
l

マ

二
十

一
世
紀
へ
の
ま
ち
づ
く
り

(
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚

以
内
)

ニ
、
対
象

町
内
在
住
の
高
校
生
、
大
学
生

及
び

一
般

三
、
締
切
り

平
成
三
年
八
月
末
日
ま
で

園
、
応
募
先

重
信
町
役
場
総
務
課

宮
六
四
|
ニ
O
O

一

五
、
そ
の
他

応
募
原
稿
用
紙
は
総
務
課
に
あ

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。
ま
た
、
入
選
作
品
に
は
組

品
を
進
呈
し
ま
す
。

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

重
信
町
議
会

議
長

副
議
長

i度大
部西

清茂
春徳丹

生
谷
隆
夫

高
須
賀
徳

窪
田
定
靖

丹
生
谷
操

牧
清
行

野
中
久
敏

青
井
重

一

高佐山相池高松
橋伯内原田市下

幾正良嘉照保高
八夫 一 雄雄雄繁

し幸良

重
信
町
の
南
に
位
置
す
る

皿
ヶ
嶺

山
麓

一
帯
は
、
昭
和
四
十
二
年

一
月

皿
ヶ
嶺
連
峰
愛
媛
県
立
自
然
公
園
と

し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た

。

皿
ヶ
嶺
山
項

一
帯
は
、
重
信
町
と

久
万
町
と
が
境
を
接
し
て
お
り
、
山

項
か
ら
の
展
望
、
な
だ
ら
か
な
ス

ロ

ー
プ
で
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
有
名
な
、

「
竜
神
平
」

年
間
水
の
絶
え
な
い
白

糸
の
滝
、
そ
れ
に
ブ
ナ
の
原
生
林
を

は
じ
め
、
カ

エ
デ
、
ケ
ヤ
キ
の
落
葉
広

葉
樹
、
ス
ギ
の
人
工
林
等
が
分
布
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
重
信
町
で
は
、
昭
和
六
十

三
年
度
か
ら
、
こ
れ
ら
の
森
林
の
緑

広

風
穴
(
上
林
峠
経
由
)
上
林
林
道
重
信

線
三
千
二
百
余
メ
ー
ト
ル
は
こ
の
よ

う
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

。
←
↓

議
員

浜
田
卯
三
郎

八
木
昌
延

加
藤
明
治

佐
伯
強

佐
伯
筆

平
岡
収

な
だ
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
で
三
方
を

林
に
固
ま
れ
た
盆
地
状
の
竜
神
平

二
の
竜
神
平
の
一
画
に
こ
ん
こ
ん

と
清
水
の
湧
き
出
る
泉
が
あ
る
。
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幸良広 (4) 

老
齢
福
祉
年
金
・
障
害
基
礎

年
金
受
給
者
の
方
へ

ぷ、

他
の
年
金
を
受
給
し
て
い
ま
せ
ん
か

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
が
厚
生

年
金
・

共
済
組
合
・

恩
給
等
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
は
、
年

金
の

一
部
ま
た
は
全
額
が
支
給
停
止

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
老
齢
福
祉

年
金
に
過
払
い
が
生
じ
、
返
納
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
二
十
歳
前
(
国
民
年
金
に

加
入
す
る
前
)
の
傷
病
が
原
因
で
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
や

障

害
・

母
子
・

準
母
子
福
祉
年
金
か
ら

裁
定
替
さ
れ
た
障
害
・

遺
族
基
礎
年

金
を
、
つ
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
も
、

他
の
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
と

年
金
が
支
給
停
止
と
な
っ
た
り
、
い

ず
れ
か

一
方
の
年
金
を
選
ぶ
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

の'1' し

年
峰
潮
崎
一
は

世
代
と
世
代
の

助
け
合
い

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
ま
す

ま
す
進
む
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
の
老
後
生
活
の
問
題
は
、

社
会
全
体
で
考
え
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
な
ど
公
的
年
金
は
、
老

後
生
活
の
所
得
と
し
て
欠
か
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

若
い
世
代
が
保
険
料
を
負
担
し
て
、

お
年
寄
り
の
世
代
を
支
え
、
自
分
た

ち
が
年
を
と
っ
た
と
き
は
、
次
の
世

代
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え
て
も
ら
う

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「

世
代
と
世
代

の
助
け
合
い
」
の
し
く
み
で
す
。

若
い
と
き
か
ら
国
民
年
金
や
厚
生

年
金
な
ど
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
は
、
今
の
時
代
の
お
年
寄

り
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た

ち
の
老
後
の
生
活
を
確
か
な
も
の
に

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
国
民
年
金
な
ど
公

的
年
金
が
安
心
し
て
頼
れ
る
制
度
で

あ
る
た
め
に
、
年
金
制
度
を
正
し
く

理
解
し
、
若
い
と
き
か
ら
し
っ
か
り

と
し
た
生
活
設
計
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

年
金
は
老
後
を
守
る
命
づ
な

ネ見
納
税
申
告
制
度

を
支
え
る
た
め
に

|
|

青
色
申
告
会
|

|

わ
が
国
で
は
、
自
分
の
所
得
の
状

況
を

一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者

が
自
分
の
所
得
と
税
額
を
計
算
し
て
、

正
し
い
申
告
と
納
税
を
す
る
と
い
う

「
申
告
納
税
制
度
」
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
支
え
て
い
る
主
な
団

体
に
は
、
税
理
士
会
・

日
本
税
務
協

会
・

青
色
申
告
会

・

法
人
会
・
関
税

全
・

納
税
貯
蓄
組
合
等
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
は
、
青
色
申
告
会
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

青
色
申
告
会
は
、
こ
の
制
度
が
設

け
ら
れ
た
昭
和
二
十
五
年
に
事
業
者

を
中
心
と
し
た
青
色
申
告
者
が
集
ま

り
、
自
主
的
に
作
っ
た
団
体
で
す
。

以
来
会
員
も
増
加
し
、
全
国
的
な

組
織
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
全
で
は
、
青
色
申
告
な
ど
の

特
典
を
有
効
に
活
用
し
た
決
算
の
仕

方
な
ど
、
税
に
関
す
る
知
識
の
向
上

の
た
め
の
説
明
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

記
帳
方
法
の
わ
か
ら
な
い
全
員
に
対

し
て
、
個
別
の
指
導
等
も
行
っ
て
い

ま
す

。
ま
た
、
全
員
の
経
営
の
安
定
を
図

る
た
め
に
、
青
色
申
告
共
済
及
び
年

金
な
ど
の
保
障
制
度
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
青
色
申
告
会
へ
は
、
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
お
尋

ね
に
な
り
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
重
信
町
商
工
会
内
に
あ
り
ま

す

「
重
信
町
青
色
申
告
会
」
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

宮
六
回
|
一
二
五
四

(税に関する高校生の作文募集〉
税は、私たちのくらしの中で重要な役

割りを果たしています。

私たちが、安定した生活をするために

必要な税のしくみや使いみちなどを、高

校生のみなさんにも正しく理解していた

だきたいと思L、ます。

そのために、今年も全国の高校生の皆

さんから税に関する作文の募集を行いま

す。

〈作文の応募要項〉

①応募資格 高校生

①テーマ 税に関すること(日頃考え

ていることや意見など)

1 人 1 編 (3 ， 000字以内)

(作文の末尾には、住所・

氏名・学校名・学年 ・ 学校

の所在地を書いて下さい。)

平成 3 年 9 月 5 日同

松山市本町 1 丁目 3 -4 

松山税務署

①優秀作品には、賞状と記念品を贈呈し

ます。

①応募点数

①締切

①送り先

人
事
院
国
税
斤

税
務
職
員
募
集

の
お
知
ら
せ

人
事
院
国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

税
務
職
員
は
、
国
家
公
務
員
採
用

m

種
試
験
(
税
務
)
の
合
格
者
の
中

か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

凹
種
試
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〈
受
験
資
格
〉

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日

i

昭
和

四
十
九
年
四
月
一
日
生

〈
試
験
の
程
度
〉

高
校
卒
業
程
度

〈
採
用
予
定
数
〉

四
国
地
域
で
約
五
O
名

詳
し
い
こ
と
は
、
松
山
税
務
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

宮
四
一
|
九
=
二

7 月の納税
了ご年2 平成領用 毎
承回 3 収月 口

固定資産税第2期 下さ送付年度書兼送付座振
国民健康保険税第 1 期 いにか通し 替利

。いら知て

納税期限 7 月 31 日嗣 た、書い 用

し 4 のた者

来月は
ま月は、 の

しとが口 方
町県民税第2期 た 10 き座 へ

国民健康保険税第2期
の月を振
での、替

一一一納税は便利な口座振替で一一一



愛
媛
県
立
医
療
技
術
短
期
大
学

「
公
開
講
座
」
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
立
医
療
技
術
短
期
大
学
で

は
、
「
く
ら
し
と
健
康
」
と
題
し
て
、

公
開
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
聴
講
は
無
料
で
す
。

申
込
方
法ハ

ガ
キ
に
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
住
所
、
電
話
番
号
及
び
受

講
希
望
日
を
記
入
の
う
え
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

謝

-
F
峨
赤
+
字
書
金

感
l

司

刊

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

告
知
板

ぷ、のt-f し報

平
成
三
年
度
目
赤
募
金
運
動
は
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額

一
一
、
一
二
て0
0
0

円
に
対
し
二
、

五
二
二
、
三
八
五
円
の
募
金
が
集
ま

り
、
目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い
善
意
に

対
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
意
は
、
社
会

広

申
込
先

干
加
l

幻
伊
予
郡
砥
部
町
高
尾
田
制

愛
媛
県
立
医
療
技
術
短
期
大
学

公
山
町
家
力
回
木

4
1
-
5
 

2
五
八
|
一
一
一
一

0 文化と健康
7 月 27 日 (士) 一般教養科教授武田正浩
午後i時30分-4時

0箔で死なないために
申込締切日 臨床検査学科教授塩坂孝彦
7 月 15 日伺)まで

0 質疑応答

0女性と健康一助産学の担点からー
8 月 24 日比) 専攻科倒産学専攻)教授藤津洋子

午後l時30分-4時 0 くら しとストレス

申込締切日 ストレλ病にならないためにー

第一看鑓学科教授梶本市子
8 月 12 日開)まで

0 質疑応答

福
祉
活
動
の
た
め
に
使
わ
せ
て
項
き

ま
す
。
各
地
区
の
募
金
額
に
つ
き
ま

し
て
は
、
別
表
の
と
お
り
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
六

月
中
旬
に
、
日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県

支
部
へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

日本赤十字社

社資募金報告

地区名 募金額

山 之内 49 ,000 

組 口 146 , 500 

績河原 247 ,000 

志津川 324 , 500 

凶 !日] 109 ,000 

f番磨台団地 45 ,000 

見祭良 195 , 500 

悶 i笠 327 ,900 

田窪団地 94 ,000 

牛 洲 165 ,000 

牛洲団 地 240 ,985 

上樋団地 52 ,000 

I軒野間 89 ,000 

北野田 52 ,000 

北野台団地 28 , 500 

新 村 51 ,500 

上 林 99 ,500 

下 林 146 ,000 

上 村 59 ,500 

合 百十 2 ,522 ,385 

(5) 

く
う
か
ん
鳥
大
活
躍
グ

-

6

4明
町
有1

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

参
加
者
募
集
グ

重
信
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

8

月

M
日

1
9

月
凶
日
の

毎
土
曜
日

(
4
回
)

午
後
8
時
i
m
時
ま
で

重
信
町
ト
レ
1

ラ
グ
セ
ン
ター

小
学
校
4

年
生
以
上
の
住

民
の
方
(
小
・

中
学
生
は

保
護
者
同
伴
)

募
集
人
員

先
着
叩
名

参
加
料

一
、
0
0
0
円

持
参
品
ラ
ケ

ッ

ト
・
シ
ュ
ー
ズ

申
込
先
重
信
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

宮
六
回
|
一
五
O
O

日主

時催

場
所

対
象
者耐

凹
本
.. 

舞踊隼書籍，

求む/新入団員
Jê抗のいい人'
Jl!l を L てあましている人'

とにかく雌で L. 青年|叶に入 っ て.

青年しませんか?

tな i店長h は、

量 1;(，1.:.\主・スポーツ

キャンプ・事仕活動 etc

青年間についてのお問、、合わせは、

合64-1500
背年間帯f幸町まで，

六
月
一
目
、
空
き
缶
の
な
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
町
民
会
館
内
に

設
置
い
た
し
ま
し
た
、
空
き
缶
回
収

機
「
く
う
か
ん
鳥

」

は
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
6

月
幻
日
現
在
五
万

本
を
回
収
処
理
し
予
想
以
上
の
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
内
の
空
き
缶
の
散

乱
防
止
を
は
か
り
、
環
境
美
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
資
源
の
有
効
利
用

を
は
か
る
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

剛
叫
以
上
の
空
き
缶
・

ビ
ン
類

缶
詰
の
空
き
缶
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

相談
無料

各
種
相
談
所
秘密
厳守

松所日 30 0 宮 館 4 I 10 宮 町附 | 議会室 130 2 刷 。 時。
山 分日 4 1 丁 11 15 日 | 6 見日 告議室階 1時3 時~ Ii 松 8 I 時 ! 1 階目時時時 4 奈 10 時 社 l 時
山時 17 14 0 l 良時 4 

zz 
15 

8 人市 30 時月 税 2 震 la所
第月 交 1 I 7 時 7 心 ( 7 fT 

本分。曜 1~2 :J:.JJi 1 曜 通事 2 重 16 月 露 月 配 15 月 政 月
宮 岡T I 第日語 l 県 ・ 日 5 信時 3 ~ 。場所 1日1 ごと 日寺 11 役場日8 権4 1 12 1 I l 通交 愛媛 3 I 故 4 町 日 年金 日
6 丁時 金 量 松土金 相 商 O場所

(7]<) (柑 相 。喜 刷 相 2 (対 相
|目 30 3 a翠 事故 県山曜曜談 会館工 月8

・五2畝E 
-談 =員1氏2

回 階

役場 2日f I 8 
5 I 5 
8 4 0場 土 8

相所談二町番 9 9 2 (利
9 j~ a程時 別時時 信日 階 15 

一一一空 き缶のないきれいな重信町一一一



幸良広 (6) 

画
園
園
固

同
四
日
間

離
乳
食
学
級
の
ご
案
内

ぶ

赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
後
五
ヶ
月
を
過

ぎ
た
頃
か
ら
母
礼
・
ミ
ル
ク
だ
け
で

は
栄
養
に
不
足
が
出
て
き
ま
す
。
ま

た
、
赤
ち
ゃ
ん
は
こ
の
頃
か
ら
食
べ

物
に
対
し
て
興
味
を
持
ち
始
め
ま
す
。

離
礼
食
は
、
不
足
す
る
栄
養
を
補

い
幼
児
食
へ
と
移
行
し
て
い
く
た
め

の
準
備
食
で
す
。

離
乳
食
の
大
切
さ
と
進
め
方
を
学

ぶ
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い

。

日
時

8

月
初
日
附

受
付
日
時
加
分
l
u
時

学
級
日
時
1

日
時
叩
分

町
民
会
館

平
成
2
年
ロ
月

平
成
3

年
1

月
生
ま
れ
の

臼
ん

栄
養
士
、
保
健
婦

無
料

母
子
手
帳

0
7

・

8

ヶ
月
の
心
身
発

育
・

発
達
に
つ
い
て

O

予
防
接
種
に
つ
い
て

O

神
経
芽
細
胞
腫
に
つ
い

て
O

離
礼
食
の
進
め
方
、
試

食
な
ど

の~-y し

対場

象所

担
当
料
金

持
参
品

内
容

|健康診査(成人病健診)後半日程表|健康診査結果報告会のご案内
下記のとおり健康診査(成人病健診)を実施しますので、皆さ

持参 内対象 日 こ お康 んお誘いあわせの上受診して下さい。

程 し皆り診七 〈対象者> 40歳以上の住民

晶 ③個 ②毎 ①保 容者・下さ実 査月 〈料金〉 無料
ま説 エ 方健健 場さん施のか

健す明人ッ日に康婦 健 所 いおし結ら 〈持参品〉健康手帳(お持ちでない方は当 日発行します。)

康。しのクでつ診の 康 。誘ま果実 〈受診方法〉申し込みは不安です。直接健診会場へおこし下さい。

手 、健にきい査話 診下 いす報施 〈健診内容〉
帳個診つるて結 査記あ。告し (全員)
別結い自果 をのわ全て

問診・身体計ìHl]. 尿検査・血圧測定 ・貧血検査・肝機能検査・総 コ
相果て分通 受とせをお
談に の 知 言会お グ〉 下り レステロール検査・ 診察 ・栄養指導・ 生活指導

もつ 健 書 しり 上 記ま (必要のある人のみ)

行い 康 の た のす 心電図検査・眼底検査・ I血糖検査
いて チ 見 者 お と健 〈担当医師〉 愛媛大学医学部医師

〈健診結果〉

月日 ・ 昭日 時 間 場 所 備 昔~ 当 日結果のわかるものについては説明します。

午前 9 時 10分~午前 9時20分 上村公民館
その他については「健診結巣報告会」にて説明し、結果通知

警をお波 しします。

午前10時40分ー午前 10時50分 下林集会所

8 月 21 日 J� 日 受付時間 場 所 地 区 害1]

午後 l 時30分~午後 l 時40分 南野凶公民館 7 
31 日
9:00-11 :30 

南吉井小学校体育館
(午前)牛抑制、楓池 注

(羽 月 13 :00-15 :00 (午後)上樋団地、田窪(※ 1)

午後 2 時50分~午後 3 時 北野旧公民館 (午削中のみ)牛湖団地、{番際
1 日 9:00-11:30 11 

台団地、北野台団地
午後 4 時 ~午後・l 時10分 新村公民館 8 

7 ・8 日
9:00-11 :30 

上林公民館 上林
午前 9 時20分~午前 9 時30分 牛湖団地第一集会所 北野古団地を含む

13:00-15:00 

9 月 13 日 (午前)見家良
27 日 11 重信町民会館

午前10時40分~午前 10時50分 f書磨台団地公民館 上樋団地を合む 月
(午後)八反地、悶窪団地

H輸 (午îÎÎÍ)田窪(※ 2) 注

午後 l 時30分~午後 l 時45分 牛前j 公民館
28 日 11 11 

{午後)田窪(※ 3) 注

午前 9 時30分~午前 9 時40分 上林谷集会所 3 日 11 北吉井小学校体育館
(午前)横河原
(午後)志津川

9 

9 月 30 日 午前 10時40分~午前 1 0時50分 J- 林公民館 4 日 11 11 
(午前)樋口
(午後)西岡

月
(月) 午後 l 時20分~午後 l 時30分 樋口公民館 5 日 10:00-11 :00 山之内井口公民館 山之内

午後 2 時50分~午後 3 時 横河原公民館 I主※ 1 7 月 31 日 (柳屋・森川商店より商の地区)
※2 8 月 28 日 午前(柳屡 ・ 森川商店より東の地区~県道より北)

午前 9 時10分~午前 9 時20分 西岡公民館 ※3 11 午後(柳屋・森川商店より東の地区一県道より南)

広報"しげの.J.;" 6 月号でお知らせした下記日程が上記仁コ印のとおり
10月 1 日 午前 10即時~午前10時40分 志津川公民館 変更になりましたのでご注意下さ L 、

伏) 午後 l 時20分~午後 l 時30分 八反 I也公民館
月 日 受付時間 ti; 所 地 区 害1]

81 27 日
9:00-1l :30 

北吉井小学校体育館
(午目ij) 横河原

午後 2 時30分~午後 2 時40分 見奈良公民館
13 :00-15 :00 (午後)志津川

(午前)樋口
月 28 日 " " 午前 9 時10分~午前 9 時20分 問窪団地公民館 (午後)西岡

(午前)見奈良

10月 2 日 午前 10時20分~午ìÎÎíl O時40分 悶径公民館
9 3 日 11 重信町長会館

(午後)八反地、田窪団地

(7j() 午後 l 時30分~午後 1 時40分 山之内弁口公民館 月 4 日 11 11 
(午前)田窪(※ 2)1主
(午後)田窪(※ 3)1主

午後 2 時50分~午後 3 時 重信町民会館 ※ 2 9 月 4 日 午前(柳屋・森川商店より東の地区一県道より北)
※ 3 午後(柳屋・森川商店より東の地区~県道より南)

一一一受けていますかグ年 1 回の体の総点検を一一一



ぷ、の'1' し

程表
下記の通り胃がん検診を実施しますので、皆さんお誘いあ
わせの上受診して下さい。
〈対象> 40歳以上の住民
〈日時・場所〉

場所' 受付時間

午前 7 : 30 
-9 : 30 

-9 : 30 

午前 8 : 40 
-10: 00 

〈料金〉本人負担 500円
(町負担 3 ， 200円)

〈受官舎できない人〉

①胃の病気で治療中の人
②宵の手術を受けた人
③妊娠中の人
※①・②の人は、かかりつけの病院で定期検診を受けて下
さ L 、 。

〈検診結果〉

約 1 ヶ月後、受診者全員に通知します。
〈申し込み方法〉

.7 月 20 日までに役場保健婦まで申し込んでドさい。

-申し込みをされた方には、 検診前に健康調査票を送付し
ます。

日ん検診カtEEI 
同

程

8 月 7 日・ 8 日

モデル: 9 月 5 日・ 6 日・ 7 日
;..1 午前 7 : 30 

町民会館| j9 月 17 日・ 18 日・ 19 日
単年 20 日・ 21 日

25 日・ 26 日・ 27 日

11 月 8 日・ 15 日・ 16 日町民会館

+
 

七
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

月
間
で
す
。

|
|

み
ん
な
で
愛
の
献
血
を
|
|

夏
に
な
る
と
、
献
血
す
る

人
が
減

少
す
る
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
医

療
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
血
液
の
需

要
は
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
科
学
の

進
歩
し
た
現
在
で
も
、
血
液
は
い
ま

だ
に
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
現
在
、
輸
血
の
方
法
は
「
全
血

輸
血
」
と
「
成
分
輸
血
」
が
あ
り
ま
す

が
、
貴
重
な
血
液
を
有
効
に
利
用
す

る
た
め
、
赤
血
球
、
血
小
板
な
ど
の
成

分
に
分
離
し
、
患
者
さ
ん
が
必
要
と

す
る
成
分
だ
け
輸
血
す
る
「
成
分
輸

献
血
に
ご
協
力
を
グ

た
っ
た
一
度
の
誘
惑
が

わ
が
身
と
家
庭
の
破
滅
を
招
く

近
年
、
覚
せ
い
剤
や
麻
薬
な
ど
の
さ
に
強
盗
を
し
た
り
、
「
だ
れ
か
に
追

薬
物
の
乱
用

は
、
世
界
的
な
広
が
り
わ
れ
て
い
る
」
「
殺
さ
れ
る
」
な
ど

を
み
せ
て
い
ま
す
。
と
い
っ
た
幻
覚
や
幻
想
か
ら
、
無
差

日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
殺
人
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
に
走
っ
た

一
般
に
覚
せ
い
剤
な
ど
薬
物
乱
用
り
す
る
ケ

l

ス
も
あ
り
ま
す
。

へ
の
誘
い
に
、
疲
労
回
復
剤
、
強
精

「

一
度
手
を
出
す
と
や
め
ら
れ
な

剤
、
や
せ
薬
な
ど
と
偽
っ
て
私
た
ち
い
」
と
い
う
の
が
、
薬
物
常
用
者
の

に
忍
び
よ
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
パ
タ
ー
ン
で
す
。

ま
っ
た
く
の
ウ
ソ
で
す
。
こ
れ
ら
の
薬
物
に
は
、
「
近
づ
か
な

こ
れ
ら
の
薬
物
に
手
を
出
す
と
、
ぃ
、
近
づ
け
な
い
」
な
ど
の
、
断
固

人
聞
の
肉
体
や
神
経
を
む
し
ば
む
だ
と
し
た
拒
絶
の
意
思
を
も
つ
こ
と
と
、

け
で
な
く

、
家
族
を
巻
き
込
み
、
家
覚
せ
い
剤
の
密
売
や
乱
用
の
話
を
間

庭
崩
壊
や
経
済
破
壊
を
引
き
起
こ
し
い
た
と
き
は
、
勇
気
を
出
し
て
警
察

て
い
き
ま
す
。
や
保
健
所
へ
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
覚
せ
い
剤
を
買
う
金
欲
し

一
川
薬
物
乱
用
防
止
広
報
強
化
月
間

幸良広

ダ
え

日

上林公民館

(7) 

愛
媛
県

沼
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー

血
」
が主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

献
血

は
、
健
康
な
人
が
見
知
ら
ぬ
患
者
さ

ん
の
た
め
に
、
な
ん
の
代
償
も
も
と

め
ず
行
う
善
意
の
行
為
で
す
。
ど
う

か
、
地
域
や
職
場
に
移
動
採
血
車
が

ま
い
り
ま
し
た
ら
尊
い
心
の
お
く
り

も
の
、
。
献
血
。
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

献
血
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
、
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
と
し
て

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

等
、
七
項
目
の
検

査
を
お
こ
な
い
結
果
数
値
を
2
週
間

以
内
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

流勲わ

れいた

てをし
いもの

まち中

すがに
。は

切‘+ 

図~図
愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動

: :!た 九内向A 側

面宝ラ

食
中
毒
に
ご
用
心
グ

七
月
に
入
る
と
、
高
温
多
湿
と
い

う
環
境
で
細
菌
等
の
繁
殖
に
と
っ
て

は
最
適
で
、
食
中
毒
の
要
注
意
期
で

す
。厚

生
省
の
発
表
で
も
、
七
月
か
ら

九
月
に
か
け
て
は
年
開
発
生
数
の
日

%
を
占
め
て
い

ま
す

。

食
中
毒
の
原
因
は
、
腸
炎
ビ
ブ
リ

オ
・
ブ
ド
ウ
球
菌
・
サ
ル
モ
ネ
ラ
等

細
菌
性
食
中
毒
が
大
部
分
を
占
め
、

食
品
で
は
、
魚
介
類
に
よ
る
食
中
毒

が
も
っ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

細
菌
性
中
毒
の
予
防
は
、
細
菌
に

よ
る
汚
染
防
止
、
増
殖
防
止

、
殺
菌

が
三
大
原
則
で
す
が
、
特
に
汚
染
防

止
面
で
は
、
食
品
の
鮮
度
保
持
に
特

に
気
を
配
っ
て
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
入

り
ま
す

。

弁
当
な
ど
に
よ
る
中
毒
が

増
え
る
の
も
、
こ
の
時
期
の
特
徴
で

す
。弁

当
に
は
な
る
べ
く
な
ま
物
を
入

れ
な
い
こ
と
、
お
に
ぎ
り
は
傷
の
あ

る
手
で
握
ら
な
い
こ
と
な
ど
に
注
意

し
て
下
さ
い

。

ま
た
、
暑
さ
で
体
力
が
低
下
し
、

抵
抗
力
が
落
ち
て
い
る
時
期
で
も
あ

る
の
で
、
お
年
寄
り
ゃ
小
さ
な
子
供

さ
ん
や
病
人
の
方
な
ど
の
食
事
に
は

一
層
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

一一一みんなで愛の献血を.グ一一一
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∞
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ベ
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問
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f
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菊
e

つ
く
り
講
座

(
第3
回
)

ぷ、

7

月
日
日

出
口
時
叩
分
l

町
民
会
館
玄
関
前
ロ
ビ
ー

定
植
。
定
植
後
の
管
理
と

手
入
れ
。
そ
の
他

無
料

愛
媛
県
菊
花
協
会
理
事

野
本
権
六
先
生

今
後
の
予
定

4

回

9

月
幻
日
出

第
3

回
講
座
は
、
講
師
の
都
合
で

当
初
予
定
日
7

月
初
日
を
7

月
日

日
に
変
更
い
た
し
ま
す

。

内場日

容所時

の

受
講
料

講
師

t1' し幸良広

子
供
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
八
月
四
日
制

八
時
か
ら

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

主
会
場

(
開
会
式
会
場
)

重
信
中
学
校
運
動
場

南
吉
井
小
学
校
運
動
場

清
愛
国
運
動
場

..0.. 
:Di: 

場

女
子

ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

会
場

南
吉
井
小
学
校
体
育
館

英
会
話
&
国
際
交
流
サ
ロ
ン

時昼
の

マ第 コ

ユ 1 0 ・ス

エ 時二
/レ 1

11 三
ダ時木
フ，- 30 曜
リ分日
/ 

会 参日対 <

加 象 ィて数 国
費 時者 な 、 ケ 際

ど講国 交
町合(無 14 毎ーを演の 流
民は材 時月般行や方 サ
会徴料料 30 第 町 う自を ロ
館収費 分四民。由講 ン
い等 l 土ど 談師 〉
たが 16 曜な 義に
し必 時日た ・ お
ま要までパ招
すなでも | き
)場 テ し

〈
英
会
話
教
室
〉

O

コ
l

ス
(
初
級
)
二
ク
ラ
ス

あ
い
さ
つ

・

日
常
生
活
会
話

程
度

日講

師

日

夜
の
コ
l

ス

時

第

一
・

二
・

三
火
曜
日

日
時
却
分
i

幻
時

ル
l

ド
ル
フ

・

ラ
イ
ネ
ル
ツ

講

師

受
講
料

月
二
、
0
0
0
円

(
教
材
費
は
別
)

町
民
会
館

.0.‘ 
:Di: 

場

町民
プール

般
開
放

開
放
期
日

0
7

月
紅
白
か
ら

8

月
日
日
ま
で

の
'
毎
日

0
8

月
口
日
か
ら

8

月
白
日
ま
で

の
、
水
・

土
・

日
曜
日
に
開
放

開
放
時
間

日
時
か
ら
同
時
ま
で

使
用
料

無
料

登
録
方
法

小
学
校
五
年
生
以
上
の
町
内
に

居
住
し
て
い
る
方
に
限
り
登
録
で

き
ま
す
。
ま
だ
登
録
し
て
い
な
い

受
講
生
募
集

場

※
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

官
六
四
1

一
五
0
0

方
は
、
町
民
会
館
備
え
付
け
の
申

込
書
に
写
真
一
枚
を
そ
え
て
、
教

育
委
員
会
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
昨
年
ま
で
の
登
録
者
は
登

録
証
を
提
出
し
更
新
し
て
下
さ
い
。

成
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日

時

七
月
二
十
八
日
制

八
時
三
十
分
か
ら

(
開
会
式
会
場
)

重
信
中
学
校
運
動
場

清
愛
国
運
動
場

南
吉
井
小
学
校
運
動
場

主
会
場

..0.. 
:Di: 

場

45 固
持剛
警ぞ園

↑ 3 置

あ
な
た
は
、
今
、
学
校
や
公
民

一

一
館
、
各
種
団
体
が
取
り
組
ん
で
い

一

一
る
同
和
教
育
に
つ
い
て
、
ど
う
思
…

一
い
ま
す
か
。

O

全
体
の
五
八
・

五
%
の
人
が

「
現
状
で
よ
い
」

と
か
「
ま
だ
ま

だ
大
い
に
や
る
べ
き
だ
」

と
答
え

て
お
り
、
学
校
で
同
和
教
育
の
機

会
に
接
し
た
年
代
(
昭
和
田
0
・

三
0
年
代
生
ま
れ
)
で
は
、
そ
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

O

「

そ
う
ま
で
や
ら
な
く
て
も
よ

い
」

と
答
え
た
割
合
が
、
昭
和

二

0
年
代
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に
多

い
。
こ
れ
と

、

前
号
で
述
べ
た

「
時
が
た
つ
て
な
く
な
る
ま
で
待

つ
」
「
よ
く
考
え
て
い
な
い

」
と

答
え
た
人
が
四
人
に
一
人
の
割
合

で
い
る
こ
と
と
併
せ
て
考
え
る
と
、

。
差
別
は
自
然
に
解
消
す
る
。

。
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
な
く
な
る
々

と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

現
に
あ
る
部
落
差
別
に
背
を
向

け
た
ま
ま
で
は
、
同
和
問
題
の
解

決
は
あ
り
得
な
い
。
そ
こ
で
、
自

ら
が
自
分
の
問
題
と
し

て
、
積
極

的
に
取
り
組
む
、
」
と
の
大
切
さ
を

な
お

一
層
、
啓
発
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

以
上
、
五
回
に
分
け
て
町
民
の
同

和
教
育
に
つ
い
て
の
意
識
の
概
略
を

掲
載
し

ま
し
た
が
、
こ
の
結
果
を
検

討
し

て
生
命
を
尊
ぴ
、
互
い
に
尊
敬

し
合
え
る
生
き
方
を
学
び
合
う
こ
と

が
、
差
別
解
消
へ
の
道
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
確
認

し
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
自
由
に
参
加

で
き
る
学
習
の
場
を
ご
案
内し
ま
す
。

一A
V第
二
因

。
生
き
生
き
講
座
。

一
内
容
・
:
人
権
の
歴
史
を
訪
ね
てω

一

(
明
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の

一

一
人
権
に
つ
い
て
、ビ
デ
オ
を

一

「
見
て
話
し
合
う

一
日
時
:

・
七
月
十
五
日
間

径
一
二
二
・

三
0
1

町
民
会
館
で

一

夜

二
0
・

0
0
1

一Aマ
平
成
三
年
度

第

一
因
。
重
信
町
人
権
講
座
。

一

一

日
時
:
七
月
十
二
日
幽

一
九
・

三
0
1

一
会
場
:
・
重
信
町
民
会
館

一
講
師
:
・
県
女
性
総
合
セ
ン
ター

館
長
井
伊
磯
子
先
生

一

一
演
題
:
-
n

す
べ
て
は
光
る
。

一
O
多
数
の
方
の
ご
出
席
を
お
待
ち
一

し
て
い
ま
す
。

もの.グ一一一一一一命は尊ぶものfノ人は尊敬 し合 う
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重信町民大学第24回

歴史
民俗
資料館

展
示
資
料
を
入
れ
か
え
ま
し
た

昭
和
初
期
ま
で
の

農
村
生
活
用
具
展

(
第
二
展
示
室
)

民
具
は

、

郷
土
の
人
々
の
汗
を
流

し

た
長
い
生
活
の
歴
史
を
直
接
物
語

っ
て
く
れ
ま

す
。

現
代
の
私
達
の
生
活
用
具
と
比
較

し
て
勉
強
し

て
み
ま

せ
ん
か
。

展
示
内
容

。
稲
作
農
耕
関
係
四
八
点

。
衣
食
住
関
係

一
七
四
点

。
交
通
・

娯
楽
関
係
八
点
計
二
三

O
点

アントン・ウイッキー

ぴ‘っくり日本

平成3年8 月 30 日後)

開場午後 7 時00分

開演午後 7 時30分

重信町民会館

前売り 350円

当日券 400円

(前売り券は、町民会館、文化協会員、 P

T A、婦人会、他で販売)

重信町 ・ 重信町教育委員会 ・ 重信町文化協

A 
ヱミ

師
題
時

会場

聴講料

講

演

日

催主

l
l

館

一
昔
一
餅

i
i
 

:
i
 

-
q
u一
民

一
一
史

1
1
i

歴

な
お
、
第

一
展
示
室
は
、
引
き
続

き
、

「

郷
土
の
文
化
財
」

を
展
示
し

て
お
り
ま
す
。

講師プロフィール

オモ シ ロ外人タレン ト の代表的人物。スリランカ

生まれ。国立セイロ ン大学卒。東京大学農学部大

学院に入学 し、博士号を得る。

一一ー講演のあらまし

“中学から英語を学んで、いる日本人が何故英会話

が不得意なのか"ズパリそのカユイ ところに迫り、

英会話アレルギーを取り除く方法を伝授。大学の講

師の立場から日本の大学の問題点をはじめ、日本の

文化、社会システムについてもユニークな識見をも

ち、その提言にハッとさせられる。外人タ レ ン ト が

観たテレビ界のウ ラ ・ オ モテなどについても笑いを

誘い、大いに楽し ませてくれます。

館
一
開
館
時
聞
が

量
国
一
延
長
さ
れ
ま
す
。

図
了
午
後8
時
ま
ま
で

|

勉
強
や
、
お
仕
事
が
忙
し
く
ふ
だ

ん
図
書
館
を
利
用
で
き
に
く
か
っ
た

人
の
た
め
に
、
7

月
初
日
か
ら
8

月

初
日
の
問
、
開
館
時
間
を
午
後
8

時

却
分
ま
で
延
長
い
た
し
ま
す
。

こ
の
期
間
、
大
切
な
時
間
を
有
効

に
使
う
た
め
に
読
書
か
ら
始
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
何
か
を

始
め
る
き
っ
か

け
が
つ
か
め
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま

す
。

重
信
町
教
育
相
談
室

青
少
年
の
非
行
防
止
、
い
じ
め
、

登
校
拒
否
、
異
性
関
係
、
進
学
、
親

子
の
問
題
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
育

上
の
諸
問
題
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に

応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

日
時

毎
週
水
曜
日
日
時

1

口
時

場
所

図
書
館
三
階

電
話
で
も
よ

い
し

、
直
接
来
館
さ

れ
て
も
結
構
で
す
。
お
子
さ
ん
か

ら
の
電
話
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

H64 -3437 へ

*一新刊図書のご案内…*
〈歴史> 0大地母神の時代(安田喜街、)0昭和天

皇独臼録(寺崎英成) <伝記〉 く〉鋼の女(下重11克

子) く〉皇女アナスタシアは生きていたか(桐生操)

〈社会評論> 0フセインをはめたブッシュ(吉村

作治) 0新 ・ロ シア人(へド リ y ク・スミス)

〈 自 然科学> Oi毎からの贈り物(中村元) 0 r地

球時計」 を読む(合回周平) <家政学> 0春夏の

手あみミセス(内藤朗)く〉四季の和菓子 ( 111 口勘

蔵) <音楽> 0ショパンとピアノと作品と(佐藤

允彦) <文学> 0かぜのてのひら(俵万智) 0星

の街から(菊地淳子)

0今月の標語〈本は心のたまて箱〉

0開館時間 7 月 20 日から 8 月 30 日までの間

9 1侍から 20時30分までです。 8 7 月

28 21 14 7 31 24 17 10 3 日

大背水池 池林八稲近 相
森井田 川 川| 木荷藤

i主
敬正敏邦 敏シ光善良 員
子史 !資男 朗子秋 一 倍

出午後 l 時30分から

コh

館

和

書

月

-
1
1

図

毎
始

一
訂
町

'
年

一
1

1

日

末
一
i
l

曜
年

一
い
上

日
川
'
一
十
J
パ
リ

週
日
一
1
1

毎

祝
一
む
ヲ

一
一
'
』
­

一
【
同
一

一

:

­

一
れ

こ
な
一

一
竺
一
竺

包64-3414

一一一図書館をあなたの本棚に一一一一
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私
た
ち
の
か
ら
だ
は
、
ま
わ
り
の

い
ろ
い
ろ
な
環
境
に
よ
っ
て
影
響
を

う
け
て
い
ま
す
。
食
生
活
も
大
変
重

要
な
環
境
要
因
の
一
つ
で
す
。
毎
日

と
っ
て
い
る
食
事
は
、
健
康
な
か
ら

だ
を
つ
く
る
う
え
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う

に
、
な
ん
で
も
好
き
な
よ
う
に
食
べ

れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
ね
。
や
は
り
適
度
な
量
と
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
私
た
ち
が
毎
日
と
っ
て
い
る

食
塩
に
焦
点
を
あ
て
て
、
食
塩
と
健

康
と
の
関
係
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
か
ら
だ
の
中
に
は
も
ち

ろ
ん
塩
分
が
あ
っ
て
、
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

毎
日
汗
や
尿
、
便
の
中
に
出
て
い
く

塩
分
に
相
当
す
る
分
は
、
毎
日
食
事

か
ら
補
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す

。

こ

れ
を
食
塩
必
要
量
と
い
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
通
常
の
生
活
を
し
て
い
る
人

で
一
日
1
グ
ラ
ム
未
満
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
(
こ
ん
な
に
少
な
い
の
か
/

の~t' し幸良広

116 
と
驚
か
れ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
)
。

発
汗
量
の
多
い
重
筋
労
働
者
や
ス
ポ

ー
ツ
選
手
で
は
も
う
少
し
必

要
で
す

が
、

一
日

6
1
8

グ
ラ
ム
程
度
と
れ

ば
十
分
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
栄

養
調
査
に
よ
る

と
日
本
人
の
一
日
当

た
り
の
食
塩
摂
取
量
は
現
在
約
四
グ

ラ
ム
で
、

一
日
刊
グ
ラ
ム
以
下
の
目

標
値
(
厚
生
省
)
に
比
べ
る
と
ま
だ

ま
だ
と
り
す
ぎ
の
よ
う
で
す
。
な
お
、

こ
こ
で
い
う
食
塩
と
は
食
品
そ
の
も

の
に
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る

分
に
、

塩
、
し
よ
う
ゆ

な
ど
添
加
す
る
食
塩

分
を
合
計
し
た
も
の
で
す
。

で
は
、
食
塩
を
取
り
す
ぎ
る
と
な

ぜ
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
み
な

さ
ん
よ
く
ご
存
知
の

よ

う
に
、
そ
れ

は
高
血
圧
に
つ
な
が
り
や
す
い
か
ら

で
す
。
高
血
圧
は
心
臓
や
血
管
に
大

き
な
負
担
を
か
け
、
脳
卒
中
や
心
臓

病
の
引
き
金
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

心
臓
や
腎
臓
が
弱
っ
て
い
る
状
態
の

人
に
と
っ
て
は
、
病
気
を
悪
化
さ
せ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
胃
が
ん
や
食
道
が
ん

の
発
生
と
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
食
塩
は
胃
の

壁
を
保
護
し
て
い
る
胃
の
粘
液
を
溶

か
し
て
胃
の
抵
抗
力
を
弱
め
、
そ
こ

に
強
い
酒
や
タ
バ
コ
の
成
分
、
熱
い

食
べ
物
な
ど
が
入
る
と
胃
が
ん
が
発

生
し

や
す
く
な
る
と
さ
れ
て
い

ま
す

。

高
血
圧
や
胃
が
ん

・
食
道
が
ん
の

発
生
に
は
、
も
ち
ろ
ん
食
塩
以

外
に

も
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
関
係
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、

最
近
の
研
究
で
は
食

塩
を
取
り
す
ぎ
る
と
血
圧
が
上
が
り

ゃ
す
い
人
と
、
そ
う
で
な
い
人
が
い

る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
食
塩
だ
け
に
注
意
し
て
い

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
病
気
が
必
ず
防
げ

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
病
気
を
予
防
す

る
上
で
は
、
減
塩
す
る
こ
と
は
百
利

あ
っ
て
も

一
害

(
?
)
は
あ
り
ま
せ

ん
。
塩
味
に
慣
れ
親
し
ん
だ
人
で
も
、

徐
々
に
減
塩
で
き
る
こ
と
は
、
重
信

町
上
林
地
区
で
の
地
域
ぐ
る
み
の
減

塩
運
動
の
な
か
で
も
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

愛
媛
大
学
医
学
部
医
師
に
よ
る
健
康

診
査

ト

l
L

夏
に
な
る
と
、「
あ
せ

一………叫
川
日
一も
に
悩
ま
さ
れ
る
」
と

一……
…u
司

ν一
い
う
人
も
少
な
く
な
い

一
…
……防
副
剛一
一一で
し
ょ
う
。
首
や
ひ
じ

一一
…bw
ν一の
内
側
、
ひ
ざ
の
裏
や

一………史
盤

わ
き
の
下
な
ど
に
よ
く

……世
零

山一
で
き
ま
す
。
特
に
気
温

d
e
4

の
高
い
場
所
で
働
く
人

や
乳
鈎
児
、
太
っ
て
い
る
人

や
多
汗
症
の
人
に
で
き
や
す

い
と
い
え
ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
あ
せ
も

ガ
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

汗
は
酸
性
で
、
雑
菌
の
繁

初

殖
を
防
ぎ
ま
す
が
、
そ
の
ま

依

ま
ほ
う
っ
て
お
く
と
戸
ル
力

も

り
性
に
変
わ
り
、
逆
に
雑
菌

泡

の
繁
殖
が
盛
ん
に
な
っ
て
、

i

沼
臓
が
ふ
さ
が
れ
ま
す
。
そ

の
疋
め
、
汗
ガ
出
る
に
出
ら

れ
ず
、
皮
膚
の
表
面
に
あ
る

ケ
ラ
チ
ン
と
呼
ば
れ
る
硬
い

タ
ン
パ
ク
質
層
に
だ
ま
り
、
水
ぶ
く

れ
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
れ
ガ
、
あ
せ
も

の
初
期
で
、
水
ぶ
く
れ
ガ
透
き
通
っ

て
見
え
ま
す
。
こ
れ
を
寸
水
晶
様
あ

せ
も
し
と
い
い
ま
す
。
こ
の
段
階
で

は
、
か
ゆ
み
も
痛
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
症
状
ガ
ひ
ど
く
な
る
と
、

皮
膚
の
深
い
層
に
ま
で
汗
ガ
し
み
込

み
、
赤
い
ボ
ツ
ボ
ツ
ガ
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
花
色
あ
せ
も
」
と
い
い
ま

す
。
表
皮
に
だ
ま
つ
だ
汗
ガ
神
経
を

刺
瀕
し
、
ガ
ゆ
い
や
ら
痛
い
や
ら
と

本
物
の
あ
せ
も
に
な
り
ま
す
。

あ
せ
も
を
防
ぐ
に
は
、
汗
腺
ガ
詰

ま
ら
な
い
よ
う
に
、
皮
膚
を
清
潔
に

保
つ
こ
と
が
一
番大
切
で
す
。
汗
を

か
い
疋
ら
、
顔
や
手
足
を
き
れ
い
に

洗
つ
疋
り
、
濡
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
ふ

い
疋
り
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
入
浴
を
毎
日
欠
か

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

コ

シ
ャ
ワ
ー
も
、
あ
せ
も
の

孔
R

予
防
に
効
果
ガ
あ
り
ま
す0

4
b

「

汗
を
か
い
だ
な
L
と
思
つ

-
』

』
-

だ
ら
、
一
日
に
何
回
か
水
を

潔
浴
び
疋
り
、
せ
っ
け
ん
で
軽

邑
司

く
洗
っ
て
ぬ
る
ま
湯
で
流
し

パ
ム
，芝
り
し
て
、
雑
菌
の
繁
殖
を

1
4
防
い
で
く
だ
さ
い
。

両
用

パ
ウ
ダ
ー

で
、
皮
膚
の
表

皮
面
の
汗
を
吸
い
取
る
の
も
い

い
で
し
ょ
う
。
左
足
し
、
付

け
過
ぎ
る
と
皮
膚
の
表
面
を

覆
っ
て
発
汗
を
妨
げ
、
か
え
っ
て
あ

せ
も
の
原
困
に
な
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
芝
さ
い
。

トを正しくかぶりましょう。一一一一一一ーの\ノレメッ



ぶの~t' し報広

平
成
三
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
の
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

)
 
-l
 
(
 

月)(文七月のこよみ

一
、
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ

る
者
又
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で

あ
っ
た
者
で
、
平
成
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
満
十
五
歳
以
上
に
な
る

者
二
、
保
護
者
が
尋
常
小
学
校
又
は

国
民
学
校
に
就
学
き
せ
る
義
務
を
猶

予
又
は
免
除
さ
れ
た
者

三
、
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務

の
猶
予
又
は
免
除
を

受
け
ず
、
か
っ
、

義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
者
で
、
就
学
さ
せ

る
義
務
の
猶
予
又
は
免
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
事
由
に
相
当
す
る
事

由
が
あ
っ
た
と
文
部
大
臣
が
認
め
た

者3

願
書
受
付
期
間

平
成
三
年
八
月
五
日
(
月
)
か
ら
同

年
九
月
四
日
(
水
)
ま
で
と
す
る
。

4

受
付
場
所

愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局
義
務

教
育
課
(
宮
O
八
九
九
1

四

一
一

二
一
一一)

5

試
験
日

平
成
三
年
十
一
月
八
日
(
金
)

6

試
験
場

松
山
市

一
番
町
四
丁
目
四

二

愛
媛
県
庁
(
予
定
)

7

試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語
(
英
語
)

(
外
国
語
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ

語
又
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
つ
い
て
受

験
者
の
願
い
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、

こ
れ
ら
の
科
目
に
つ
い
て
受
験
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
)

青少年を非行から守る全国強調月間(警察庁、
総務庁〉

薬物乱用防正広報強化月間(警察庁〉
オゾン層保護対策推進月間(環境庁、通商産
業省)
社会を明るくする運動(法務省)
共に語ろう外受月間(外務省〉
愛の皿液助け合い運動(厚生省〉

夏期食昂一斉取締り月間(厚生省〉
河川愛護月間(建説省〉
酒岸愛護月間(建設省〉
園民安全の日(総理府〉
全国安全週間 (~7 日 ・ 労働省〉
事業所統計調査(総務庁〉
半夏生

小暑 ・ 七夕
国土建設週間 (~16日 ・ 建設省〉
港の衛生週間 (~20日・厚生省〉

油の記念日(運輸省〉
湿の旬間 (~31 日 ・ 運輸省〉

勤労青少年の日(労働省〉

森と湖に親しむ旬間(~31 日・林野庁、建設省〉
自然に親しむ運動 (~8月20日〉
大暑

工用のうし

4 日

こ
の
認
定
試
験
が
左
記
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

1

趣
旨

病
気
な
ど
や
む
を
え
な
い
事
由
の

た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
、
保
護
者

が
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
又
は
免

除
さ
れ
た
者
等
に
対
し
中
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

定
す
る
た
め
に
国
が
行
う
試
験
で
、

合
格
し
た
者
に
は
高
等
学
校
の
受
験

資
格
が
与
え
ら
れ
る
。

2

受
験
資
格

日
日
日
日
日

2
7

叩
H
m

21 日

23日

30日

はす一雄弁ー

ルビー 一情熱 ・権威一

盛夏・酷暑・大暑

花麿

誕生石

書簡用語

海
水
浴
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

し
た
。

最
近
の
水
着
は
特
に
カ
ラ

フ
ル
な
の
で
、
海
岸
は
花
が
咲
い

た
よ
う
な
美
し
さ
で
す
。

一
こ
の
ご
ろ
の
子
ど
も
は
、
あ
ま

叩
り
海
で
泳
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い

一
ま
す
。

プ
ー
ル
が
普
及
し
て
、
そ

山
こ
で
水
泳
を
覚
え
る
よ
う
に
・

叩
な
っ
た
の
で
、
波
の
あ
る
海
­

一
で
泳
ぐ
の
は
怖
い
と
い
う
子
盛

山
が
多
い
よ
う
で
す
。

で
も
、

U

一
自
然
の
な
か
で
波
と
た
わ
む
回

一
れ
て
遊
ぶ
の
は
、
プ
ー
ル
と
信

一
違
っ
た
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

一

一
ま
た
海
岸
で
は
、
海
の
生
物
園

一
の
観
察
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。

一
と
こ
ろ
で
、
せ
っ
か
く
の
海
水

一
浴
も
、
海
が
汚
れ
て
い
て
は
台
無

一
し
で
す
。

ご
み
な
ど
を
、
散
ら
か

申
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

。

特

一
に
、
清
涼
飲
料
水
の
缶
に
つ
い
て

一
い
る
飲
み
口
の
リ
ン
グ
を
落
と
す

一
と
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す

。

砂
の
な

…
か
に
入
っ
た
こ
の
リ
ン
グ
を
踏
ん

一
で
、
足
に
け
が
を
す
る
こ
と
が
よ

一
く
あ
り
ま
す

。

飲
み
終
わ
っ
た
ら

一
缶
の
な
か
に
入
れ
て
、
ご
み
箱
な

r'-'h''hh
h'p't'o
 

ま
た
最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
で
す

。

モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
や
サ
ー
フ
ィ
ン
、

ボ
l

ド
・
セ
ー
リ
ン
グ
や
水
上
バ

イ
ク
な
ど
で
す

。

し
か
し
、
海
水
浴

客
と
の
事
故
も
増
え
て
い
ま
す

。

こ
う
し
た
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
と

き
は
、
場
所
な
ど
を
選
び
、
海
水

浴
客
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

l
U
+
g
l
uょ
、
つ
。

E
E

七
月
二
十
日
は
「
海
の
記

.

.
 念
日
」
、
こ
の
日
か
ら
=
一
十
一

.

.
 日
ま
で
は
「
海
の
旬
間
」
で

.

.
 す
。

今
年
は
、
新
潟
県
を
中

.

.
 心
と
し
た
「
第
六
回
海
の
祭

.

.
 典
」
を
は
じ
め
、
全
国
各
地

.

.
 で
多
彩
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

圃
・
日
本
は
、
四
方
を
海
で
固

ま
れ
た
海
洋
国
で
す
。

も
っ
と
海

に
関
心
を
も
ち
、
親
し
み
た
い
も

の
で
す
。定

時
二
一
弘

三
一
了
一
切
開

!
!
!
1
!
!
!
i
!
1
1
!
!

」

-・・量掴薗画面置・・

一一一ーたばこは町内で買いましょう一一一
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護
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平大樹鈴育広 官軍士な子代 児
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所

北吉井小学校体育館

場日

16(刈

17休)

月

死

(
お
悔
み
)

t 

見回上南下志上牛上牛牛 住
奈 野 i宰
良窪林田林 川 林測林沸l 沸l 所

部ir.皇波波大相原波日井由森福佐 氏
部部川 昔日槌太野 国々
カ木

好秀サヲ鶴 ハ品志利
名行雄ヲヨ一博郎 7 男津昭

年
69 62 87 88 71 58 83 88 91 83 64 

令

666  6 6 6 6 5 5 5 5 亨E. . ..... . 亡
9 8 7 5 2 2 2 28 27 21 19 

σ〉
日

2 l(日)

26幽

28(日)

7 

月

子供スポーツ大会

天文講座 6 日まで 1 19 :00-21: 00 
胃がん検診・健康診査 I ,-;"1 /1 9 ・ 00-]]:30 

|受付
(40歳以上の方)8 日まで 1 '><'11 13:00-15:00 

心配ごと・行政相談所 /13:00-15:00 1 役場会議 室
λ;種:":t'民主…一一一一一一一10:00二両 :00一一一一一-I ・ e ・ -- -- -- -1

不燃ゴミ回収日
五{土石じ長一一一 一一一I-üj-õ二両 ;-õò- T函一一一言一一ー通ー

当香里一 一 一一重信'_? _ ~L三:ィZ一 一 志津川 一 f雪明三11照
愛媛スポーツ ・レ クリ 1 _ ̂. ̂ ^  1 

110:00- 1 重信中 学 校エーション祭郡予選 1 "V.VV 1 

お盆のためごみ収集はいたしません。 20 日(jòに出して下さい。
当番医 西村内科 志津川 公64 -2461
離乳食学級 (H2/12月|世 | 

|受付 13:30-1 4:30 1 町民会館-H 3/1月生まれの児) I ﾂ I'l lV.� l'.VV I 

健康診査結果報告会 1 A"^  _̂ ,,^ 1 上村・下林・南野田 ・
I 9:10-16:10 I (受診者) ，J . ~v .J. v. l. VI~北t野岡.新鮒H恰各公民館

! 面耐両tl内翫職亘両耐耐初利一説詳嗣訴耐ii語量 一一一1 証瓦: 3泌己一二一 i而旨示:迅U而U引| 両町了 一一一民….益吾益-……一….詰館館
-

| 一J主.c.今也L心止、1一配自配t巳一-ζ. と相i誇哉車全J所月所好 -一…-一..1._1リ13主写山:
乳児検診(旧H2ν/1ω0月. 1 "'-/.1. ,.... "...1 

| 受付 13 ・ 30-1 4:30 1 町民会館
H3/4月生まれの児) 1 .><. 1'1 'V'vv ."vv 1 

3歳児健診(S 63.4 . 1 -1 "'-/.1. ,.... " •.. 1 
|受付 13:30-1 4:30 1 町. 民会館

63.6 . 30生まれの児) I.><.n 'V.vv ."vv 1 

当番Eきー....-血_~J閉そザー ー ー ___}_'JJ内月日じ.方ーー ーーーー ーーー ー雪民三一切切ー 1
不燃ゴミ回収日
健康診査 (40歳以上の方)
(28 日まで)
文学講座⑤
中央婦人学級①
ストレッチ体操
第24回町民大学
講師アントン ・ ウィッキー

演題「びっ くり日本」
観月祭(雨天翌 日)

⑧
⑧
⑧
⑮
 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
重
信
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
下

さ
い
ま
し
た
。
温
か
い
善
意
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

相
原
房
江
さ

ん
(
北
野
田
)

松
本
ス
ヱ
子
さ
ん
(

牛
測
)

森
良
輔
さ

ん
(
上
林
)

渡
部
宇
佐
子
さ
ん
(
田
窪
)

重
信
陶
芸
教
室
の
み
な
さ
ん

8:00-

天文講座

3 出

4 (日)

5 (月)

7c水)

先
日
、
上
林
の
森
光
夫
さ
ん
の
案

内
で
、
皿
ヶ
嶺
連
峰

一
帯
を
四
時
間

弱
で
歩
い
て
み
ま
し
た
。

上
林
・
風
穴
か
ら
の
遊
歩
道
は
、

標
識
や
ベ
ン
チ
、
急
坂
に
は
階
段
、

ロ
l

プ
の
手
す
り
等
が
整
備
さ
れ
、

皿
ヶ
嶺
登
山
が
非
常
に
楽
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
途
中
、
森
林
浴
を
楽

し
ん
で
い
た

、
松
山
の
探
鳥
会
の
人

々
に
も
全
い
ま
し
た
。

植
物
に
は

「
テ
ン
ペ
ン
」
と
い
う

揮
発
性
の
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
人
聞
の
体
に
と
っ
て
、
疲
労

回
復
を
早
め
た
り
、
神
経
を
鎮
め
た

り
、
あ
る
い
は
病
原
菌
の
繁
殖
を
阻

ん
だ
り
す
る
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

あ
な
た
も
、
「
緑
の
シ
ャ
ワ
ー
」
を

上 林公民館

8 (:柑

10出

1 l(日)

16働
18(日)

20ω 

2 1(;水)

8 

浴
ぴ
て
み
ま
せ
ん
か
。

森
さ
ん
は
、
県
の
委
嘱
を
受
け
て

森
林
保
全
巡
視
員
を
さ
れ
て
お
り
、

保
安
林
の
無
許
可
伐
採

・
山
火
事
予

防
・
森
林
の
産
物
の
盗
採
予
防
そ
の

他
森
林
の
保
全
に
関
す
る
指
導
等
の

た
め
、
こ
の

一
帯
を
月
三
回
パ
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
は
公
共
の
財
産
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
周
囲
の
自
然
に
気

を
配
る
と
と
も
に
、
個
人
の
体
は
個

人
で
守
り
、
安
易
な
気
持
ち
で
登
山

を
し
な
い
よ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

一家、
繍

館

館

舘

舘

￡λ 
:z;: 

A 
Zミ

A、
三三

民会

民

民

民

~IT 

~IT 

田T

同I

0-]] :30 
受付
l3:00-15:00 

13: 30-15: 30 

10: 00-12 :00 

19:30-21:00 

22(:柑

23幽

25(日)

27ω 

28(*) 

29(:禍

30幽

月

重信}I/ (機河原)

一一消えたかな/ 気になるあの火もう一度一一一

18:30-31出
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